
 

 

静岡県牧之原市役所政策協働部地域創生課        宮崎 真菜 

 

平成 28 年度地域リーダー育成プロジェクト 

 

「高校、大学、地域が連携協働し、地域に対して誇りと愛着を持ち地域の課題解決に貢献する人材を育成す

ること」を目的に、市内にある 2 つの県立高校(榛原高校、相良高校)の生徒を対象として大学生や大人を交

えての「学び合いの場」(対話ワークショップ)を 5 回実施し、合計 185 人の生徒が参加しました。この場の

企画と運営は市民ファシリテーターと各高校の代表生徒で組織した「学び合いの場デザイン会議」で行いま

した。今回のプログラムに参加した生徒からは「地域をもっと好きになれた」「地元に残っていこうと思った」

といった声が挙がりました。 

 

放課後子ども教室「生石子どもいきいき教室」（愛媛県松山市） 栗原 葉子  三村 由美子 

 

「理科実験工作教室」 

 

学校で習った理科の知識が生活の中で活かされている事を知ってほしくて、その知識を利用した工作作り、

また実験等を行っています。教えている先生は地域のフツ－のおばちゃんたち。(教員免除無し) 毎回どん

なことをどういう風に工夫して子どもたちにトライさせていくか井戸端会議をしています。（←これが楽し

い！）平成 19 年より 10年間実施しています。 

天神親 JI の会（愛媛県内子町）                 沼井 高志  丸橋 勝  

 

親子キャンプで元気もりもり 

 

「保護者同士がもっと仲良くなれば、子ども同士ももっと仲良くなるはず。」そして、とにかく「一緒に遊ん

じゃえ。」そんな勢いで始めた「おやじの会 親子キャンプ！！」強制はしません。来れる者が集まって、来

れる者でできることをすればいい。昨年そんな思いつきで始めた親子キャンプでしたが、今年もやります。8

月 20 日～21 日、五十崎自治センターを本拠地に・・・川で泳いで、みんなでご飯作って・・・21 日の朝は、

全員で天神小のＰＴＡ奉仕作業に出かけます。一人のおやじの思いつきが仲間を呼び、地域の輪を広げ、結び

つきを強くします。 

 

司会者：井上 裕也 

記録者：森本 一豊 

会場責任者：灘岡 雅人 
ミュージックルーム 



  
 

中萩校区放課後子ども教室推進委員会（愛媛県新居浜市）   竹内 宏江     

 

放課後子ども教室「はぎっ子テン」 

 

「はぎっ子テン」の活動は、心豊かでたくましい子どもたちを社会全体で育むため、スポーツや伝統文化な

ど様々な体験活動や地域住民との交流活動などを行っています。この経験を通して、子どもたち自らが学び、

考え、生きる力を身に付けること、そして、地域・学校・家庭が連携して、ふれあいが深まることを願って

います。今回はその活動の中でも特徴的なものを報告したいと思います。 

 

広島県大竹市立玖波公民館                河内 ひとみ 

 

「公民館をイメージチェンジ！」～学びのカフェ物語～ 

 

老朽化した玖波公民館は事業もマンネリ化し、新規の来館者が少ない状態でした。そこで「公民館のイメ

ージチェンジ」を図るため自主事業の改革を試みました。5 年前「おしゃれな学び空間」として「学びのカ

フェ」を創造。自由に語り合うカフェタイムを設けるなど、参加者の交流を図り、住民同士の絆を深め、横

の繋がりを構築しました。また講座内容にも工夫を凝らし、生活に密着したタイムリーな内容、参加したく

なるような興味深いテーマや魅力的な講師など、大幅な刷新を図りました。その結果、働く人や若者など、

今まで来館したことがない参加者が激増し、新しい集団「地域ジン」が誕生。さらに「中学生地域ジン」の

誕生へ。このプロジェクトは、地域まるごと巻き込み、地域課題解決へと進んでいきます。 

高光校区児童愛護会連合会（愛媛県宇和島市）             吉澤 勇人 

 

愛護会活動の取り組み 

 

高光校区児童愛護会連合会は、愛媛県下に愛護班が産声を上げた昭和 36年７月に発足しました。10 の単位

愛護会の連合体で、単位愛護会では運営できない大きな事業を協働で実施しています。現会員数は 47 人で、

高光小学校での加入率は 98％に達します。春季は、市ソフト・ミニバス大会に向けて子どもたちを指導して、

スポーツ少年団に代わる機能を果たしています。また、夏休みには「ふれあいキャンプ」、秋季には秋祭り、

冬季にはもちつき大会等、年間を通じて子どもたちの健全育成に寄与しています。さらに、協力事業として、

地区の防犯パレードや独居老人宅訪問、スポーツ大会や運動会等に関係諸団体と連携して積極的に参加して

います。 

司会者：渡辺 司 

記録者：松田 裕樹 

会場責任者：小池 源規 
３２ルーム 



  
 

北海道札幌おやじネットワーク              森田 圭三 

 

豊かな感性と輝く希望を持った子どもを育成できるコミュニティーづくり 

 

地域コミュニティーが機能しづらくなっている中、より広く地域の中で、自由に、永続的に取り組んでい

ける活動にするため、志を同じくする仲間が集う”場”をつくり、お互いの経験交流や学び合うこと、支え

合うことなどのサポート機能が市民活動・市民事業の充実のためには必要です。こういった思いを持つ各地

のおやじ仲間が集い、共に育ち合うこと、そのために必要な機能を自ら創り出すこと、そしてそれを多くの

仲間と分かち合うことを進め、市民の自発的な社会活動を推進し、豊かな感性と輝く希望を持った子どもを

育成できるコミュニティーづくりを実現することを目的に「札幌おやじネットワーク」を設立しました。 

活動は、全国おやじサミット、全国こども雪山探検隊、さっぽろ おやじスノーフェスⅢ『真冬の逃走

中！』、おやじの会 夏祭り、おやじ級グルメ No.1 決定戦！！OG-1 グランプリの開催など、多岐にわたっ

ています。 

佐賀県佐賀市立神野公民館                池田  明 

 

高校生 Teacher 講座 

 

「さまざまな体験をすることで、子どもたちは変わる。」をテーマに高校生が先生となって、部活動で鍛えた

技術や知識を小学生に教える事業です。高校生は教えることの難しさを学び、小学生はふれあいの中で高校

生の技術や知識のすばらしさを学んでもらうと共に、いろいろなことに興味を持ち「頑張ればいつかはでき

る！」と夢を持つことを目的にしています。平成 16 年度から取り組み、毎年約 400 名（小学生、高校生、地

域サポーター）が書道や音楽、スポーツなどの講座に参加していますが、今では小学生の時に参加した子ど

もが高校生になって教える側で参加してくれるようになりました。また、その他の地域活動にも高校生が積

極的に参加してくれることが増えてきています。  

無人島実行委員会（愛媛県）                大倉 德壽  松下 圭介 

 

御五神島・無人島体験事業 

 

国立大洲青少年交流の家や宇和島市沖の無人島「御五神島」において、7月 31 日から 8月 9日までの 

9 泊 10 日間、県内の小中学生 42 名が参加し無人島体験事業を実施しています。子どもたちが、無人島の

中で「不便」「不足」「不自由」の制約された環境の中、自ら創意工夫し、協力し合いながら自然体験活動・

生活体験活動に取り組むことにより、自立心や協調性などの社会性を育むとともに、困難なことに直面し

ても克服できる柔軟で強い精神力を養います。 

 

司会者：矢儀田 雅幸 

記録者：井門 加奈恵 

会場責任者：溝渕 雅子 
３３ルーム 



  
 

町見郷土館（愛媛県伊方町）                高嶋 賢二 

 

佐田岬みつけ隊 

 

愛媛県の西端、佐田岬半島に位置する伊方町の町立博物館―町見郷土館は、「佐田岬みつけ隊」という市

民中心のサポーター組織があります。とかく展覧会だけで評価されがちな博物館・美術館などのミュージア

ム施設ですが、調査研究や保存管理といった重要な役割も担っており、それを可能な範囲で市民協働で行お

うと試みているのが「佐田岬みつけ隊」です。本事例については、過去にも本集会で発表したことはありま

したが、今回はその続編で、近年の活動状況や問題点を報告し、地域にとっての「博物館」という存在をあ

らためて考える契機になればと考えています。 

 

島根県雲南市教育委員会                錦織 慎司 

 

「知恵と勇気と誇りをもったたくましい雲南の子ども」をめざして 

 

雲南市では、教育目標の実現に向けて 

1．「保・幼・小・中・高の一貫したキャリア教育（生き方教育）」 

2．地域・学校・家庭・行政の連携・協働を支えるコーディネーター制度 

の２本の柱を軸に教育施策を展開しています。 

地域総がかりで子どもの学びを支え、その活動を通して地域も元気になる、そんな姿を理想にして取り組

んでいる雲南市の社会教育の現状についてお話しします。 

庄内公民館(愛媛県西条市)                  石原 善久 

 

公民館と愛護班の連携事業 

 

庄内地区は、西条市の北西端に位置し、高縄山系を背後に、大明神川水系に恵まれた米作りの盛んな地域で

す。また一方では、人口 2,000 人（900 世帯）の郊外に位置する環境は、高齢化、過疎化の心配が絶えないと

ころでもあります。 

 地区内には庄内小学校（全校児童数 90 人）があり、その多くは祖父母が近所にいて、子どもたちは、３世

代、４世代が居住する人情味温かい恵まれた環境で育っています。 

 ただし日中は、ほとんどの親が、共働きであったり、サラリーマンであったりするため、親世代の地域参

画が希薄になる傾向があり、保護者世代を中心とした地域活動が、地域活性化のためには欠かせない重要な

鍵を担っているところです。 

 公民館主事として２年目を迎え、心掛けたこと、感じたことなどを報告します。 

司会者：中本 克也 

記録者：幸島 恭輔 

会場責任者：谷川 玲子 
３４－Aルーム 



 

香川県丸亀市飯山中学校区学校支援地域本部     青井 静  徳井 恵美子 

 

学校支援ボランティア促進事業、等 

 

平成 17 年 3 月に近隣 1 市 2 町が合併し、新生「丸亀市」が誕生。旧飯山町は小学校区を単位として旧坂

本村地域は「飯山北地区コミュニティ推進協議会」、旧法勲寺村地域は「飯山南コミュニティ協議会」とし

て設立されました。やっと一つになりかけていた「飯山町」はこのまま二つに分断されてしまうのか。 

年 2回開かれていた青少年に関わる地域の話合いの場も無くなり、学校間、地域と学校、地域間の距離は

広がっていきます。情報がなくなり疑心暗鬼とデマに振り回される地域。家庭・子どもたちの現状をわから

ないまま憂う声だけが行き場なく充満していました。 

そこで、関心のある大人が学校・家庭・地域を結ぶネットワークを作り、みんなで子どもの育ちを支えて

行こうと立ち上がりました！飯山中学校区の奮闘の記録をご覧ください。 

 

 

 

 

松山東雲女子大学・短期大学「しのモン応援隊」（愛媛県松山市） 柴崎 あい 

 

熊本地震復興支援ボランティア学習 

 

今年 4 月に発生した熊本地震。「被災地のために何かしたい」という学生によって「しのモン応援隊」が

立ち上がりました。女子大学ならではの「女性としての目線」を大切に、保育・幼児教育、心理福祉、現代

ビジネスを学ぶ学生たちが自分たちの専門をいかし、学内バザーや熊本被災地訪問等のボランティア学習を

展開しています。 

 

愛媛県立宇和島水産高等学校（愛媛県宇和島市）      喜多川 浩史 

 

平成 28 年度 地域人材を活用した土曜教育推進事業（愛媛県） 

 

本校は、愛媛県の「地域人材を活用した土曜教育推進事業」を活用し、生徒の個性を伸ばす教育として、

社会で活躍されている方を講師として招いています。本事業は、生徒の興味・関心や学習意欲を高め、時

代や社会の変化に対応できる能力を培うとともに、環境分野や食、そして、水産業への関心や理解を深め

ることがねらいです。活動は、環境保全と魚食普及を柱としています。前者は、森・里・海・食、そして

人と人とのつながりの大切さを学び、水産業や環境保全分野に貢献できる力を養う取組です。後者は、魚

食普及や環境保全の啓発等の活動により、生徒のスキルアップや地域貢献への取組であります。 

今後とも地域や産官学等と連携し、お互いに活性化していきたいと思っています。 

司会者：野々下 博子 

記録者：入澤 勝利 

会場責任者：柳瀬 剛 ３４－B 



 

埼玉県春日部市中央公民館              山下 剛史 

 

「年少リーダー研修会」「放課後子ども教室」 

 

「地域の子どもは地域で育てる」という趣旨に賛同し、また子どもたちのために様々なことを伝えたいとい

う思いのあるサークルの方等のご協力があり、子どもたちを対象にした事業を展開しています。 

今回は、事例を 2つお示しします。1つ目は、中央公民館で行われている「年少リーダー研修会」「年少リ

ーダー事後研修」です。ジュニアリーダーや学生の協力を得て実施しています。2 つ目は、武里地区公民館

で行われている「放課後子ども教室」「防災対策事業」です。公民館で活動するサークルや地域の方々に多数

ご協力いただいております。今後、どのような展開を図れば公民館がより活発になるかなど、将来の展望も

踏まえてお話させていただきます。 

 

星岡おやじの会（愛媛県松山市）             平岡 剛 

 

平成 26 年 4 月に発足した「星岡おやじの会」は、学校ではなく、町内会に属する団体であり、趣旨や目

的に共感していただいた方ならば、老若男女関係なく誰でも参加できることが特徴です。趣旨は「『星岡に

住んで良かった！』と思えるコミュニティをつくる」こと。目的は「大人とも子供ともたくさんの顔見知り

を増やし、笑顔を増やす」こと。特に子供たちの笑顔のために「自ら楽しみ」、「助け合い」、「精一杯頑張る」

大人の集団でありたいと思っています。そんな私たちの背中を見て、「大人になるって面白そう」、「人とつ

ながるって面白そう」と子供たちに感じてもらえるように、様々な活動を企画し、実行しているのです。 

西予市連合青年団長（愛媛県西予市）              岡田 逸 

 

青年団 

 

人口減少社会でも、地元に戻って仕事をしながら青年団活動に取り組んでいる人たちが西予市にはいま

す。それは、いつも団員のことを温かく見守って下さる地域の方々のおかげであります。各単位団では地域

の特性を活かした活動ができています。近年では、休団していた青年団体が復団し地域の活力となっていま

す。その事例も紹介しつつ西予市の各青年団体活動の成果と課題を知って頂き、若者と地域とのつながりを

考えて頂ければと思います。 

司会者：西川 浩司 

記録者：二宮 啓 

会場責任者：山口 定伸 ３５ルーム 



 

岡山県岡山市立上南公民館                     大谷 景子            

 

みんなあつまれ！ 

  

小学生対象の主催講座として実施。講座の企画・準備・運営に中学生ボランティアが参画してアイデアを出し

合う。毎月打合せを行い、講座は 7月～2月まで毎月実施。 

今年の内容：科学の楽しさワクワク実験～スライム実験＆かき氷～ 巨大プリンを作っちゃお！～プルッとプ 

リン作り＆水風船～ 夏のドッキリきもだめしなど 

小学生感想：中学生の人たちがやさしく教えてくれたから（スライムが）上手にできた。かき氷も中学生が作 

ってくれて、おいしかった。［小学校 5年生女子］ 

中学生感想：（きもだめしで）誘導をがんばった。次はおどろかす役をやりたい。でも、みんなたのしんでく

れ 

たみたいでよかったです。［中学 1年生男子］ 

泉川公民館 えひめ紙芝居研究会のぼ～る（愛媛県新居浜市） 篠原 茂  武智 理惠   

 

正岡子規生誕 150 周年記念事業紙芝居出前講座～子規の生きる力・文芸への情熱を、紙芝居を通して子どもたちに伝えよう～ 

「さくら児童クラブ研修会」から見えてくるもの 

 

えひめ紙芝居研究会のぼ～るは 2008 年立ち上げ。いくつかの継続事業の他、来年 150 周年を迎える正岡子規の

記念事業として全国規模の「手作り紙芝居コンクール」を企画。そのプレ事業としての出前講座を展開している。 

今夏、実施した泉川公民館では地域に向け紙芝居の実演を積極的に行い、その魅力を発信している。また、10 月

にはさくら児童クラブの協力のもと、支援員研修会として実施。11 月に松山市内の小学校、4 年生以上の各クラ

スに研修会参加者たちが読み聞かせに入り「正岡子規」の紙芝居を上演。学年の異なる子どもたちに郷土の偉人

正岡子規の生きざま・生きる力・友情・文学への情熱を伝える方法として紙芝居がどの様に活用されているか、

また、これからの子どもたちと紙芝居の在り方を見ていく。 

鬼北町立日吉小学校（愛媛県鬼北町）              松本 智恵 

 

「地域とともにある学校づくり」を目指して～コミュニティ・スクールの導入・充実～  

 

日吉小学校と日吉中学校は、平成 25年度から、三つの教育制度（教育課程特例校制度、学校支援地域本部事業、

学校運営協議会制度）を同時に導入し、家庭、地域の教育力を最大限に生かした小中一貫教育によって、教育の

質の保証と信頼される学校づくりを目指す「地域とともにある学校づくり」を推進しています。日吉地区学校運

営協議会は、学校間の円滑な接続を図る観点から、小学校の協議会と中学校の協議会が協働して運営しています。

日吉中学校教諭として平成 25年度からの 3年間、そして現在本校教頭として関わっている学校運営協議会の仕組

みと運営の在り方、教職員の関わり方等について振り返ってみたいと考えています。                   

 

 

司会者：松崎 展也 

記録者：高橋 里奈 

会場責任者：長尾 真二 ３６ルーム 
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